
第３部 出土遺物

第１章 土器

土器については，以下のように分類し，担当者ごとに整理作業を行った。

１群 縄文草創期前半隆線文土器。９層から主体的に出土している。

２群 縄文草創期後半無文土器。６層から主体的に出土している。

３群 縄文早期押型文土器。４層から主体的に出土している。

４群 縄文早期無文土器。３・４層から出土している。

５群 縄文早期条痕文土器。３層から出土している。

６群 縄文前期以降の土器。３層から出土している。

１・２群土器については小林謙一，３群土器については兵頭勲，４・５群土器については遠部慎，

６群土器については山崎真治が担当し，全体を小林謙一・小林尚子が統括した。

なお，観察表の所蔵欄については，Ｋは慶應義塾大学民族学考古学研究室，Ｍは久万高原町（旧

美川村）教育委員会，Ｅは愛媛県歴史文化博物館，Ｔは竹口渉氏，Ｒは国立歴史民俗博物館をあら

わす。

１ １群土器（図１６～２５，表４～６，写真１０・１１）

１群土器は，慶應義塾大学民族学考古学研究室・愛媛県歴史文化博物館（および旧愛媛県歴史民

俗資料館）・上黒岩遺跡考古館・国立歴史民俗博物館に分かれて収蔵され，さらに別に採取された

土器が竹口家に保管されていた。それぞれについて，年月をおいて実測・拓本作業を行った経過が

ある。２００６年１月に国立歴史民俗博物館で催した「上黒岩展」にてすべての出土土器を集めるべ

く努力したが，全資料を集めるには至らなかったため，全体的に観察や接合作業を行う機会が得ら

れなかった。また，一部，展示が終了し土器を収蔵先に返却した後に，違う場所で保管されていた

土器片が発見されたこともある。そのため，写真撮影後に，接合する土器片や同一個体と判明する

土器片が見つかったため，出土土器写真図版は，図と違っている場合が多々ある。

接合状況および文様・焼成・胎質から複数破片についてグルーピングして９個体を同一個体と認

定し，個体Ａ～Ｉとした。別に単一破片で個体Ａ～Ｉとした以外の口縁部破片で９片が確認される。

よって，最小で１８個体は確認されることになる。多くの土器器面に繊維状の混入が認められ，焼

成はやや堅く薄手でしっかりした胎質の土器が多い。内傾接合で薄く引き延ばしたような接合面を

持つ。文様装飾としては，口縁内面の横走隆線や斜位の垂下隆線が見られる。細く加飾のない隆線，

やや細く親指と人差し指で軽くつまむように波状加飾される隆線，やや太く平たい感じを持つ隆線

で親指と人差し指で器面に軽く押しつけながら波状加飾する３つの隆線がみられ，ほかに無文の口

縁部破片もある。
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以下に同一個体と認定した個体ごとに説明する。（ ）は図ナンバーである。

個体Ａ（１７・２５・２７・４９・６２・７５） 擬口縁（６２）１点を含む，口縁近くの胴部破片。隆線１条を

横走させ，その下位にＶ字状に連ねる三角形区画（片側に１～３本の隆線が交差）を横帯させる。隆

線はやや細く，隆線上端を親指と人差し指でつまむようにして波状加飾する。器面表面には細かい

植物繊維の混入が観察できる。この個体は，破片ごとに調査次・出土区が別々であるが，８層の１

片を除き９層の出土であり，胎質や装飾技法等から同一個体であると考えた。

個体Ｂ（３３・４０・４１・４５） ３次Ｃ区拡張区９層から多くが出土している。口縁部破片１片（４５）

を含む。口唇直下および口縁外面に２本の隆線を横走，口唇内面に１本の隆線を横走させる。外面

口唇直下の横走隆線はほとんどの部分が剥落し，装飾は不明である。下位の隆線はやや細く，親指

と人差し指でつまむようにして波状加飾する。さらに下位に右下がりの隆線を斜位に貼附し，その

隆線状も波状加飾する。斜位の隆線下端にも横走隆線を廻らせ，文様帯として区画していた可能性

があるが，隆線が剥落しているため不明である。口唇内面の隆線は外面よりは太めであるが，基本

的には同質の横走隆線で，波状加飾を施す。胴部には繊維状の混和が多く認められる。

個体Ｃ（６３・７６） 口縁部破片（６３）を含む。口唇上外側にやや細い隆線を貼附し親指と人差し指

で波状加飾を行う。その隆線から直に垂下および右下がりの斜位隆線を貼附し，同様に波状加飾を

施す。

個体Ｄ（６８・６９・７０） 胴部破片３片である。国立歴史民俗博物館所蔵の２片（６９・７０）は出土区

不明だが，付属していたと思われるラベルにＤ区９層との記載がある。竹口家所蔵の１片は表採遺

物で，十亀氏が資料報告を行っている［十亀１９『遺跡』２２］。隆線１～２本のやや太めの隆線が横

走し，その間を縦位の隆線がつなぐ。また区画内に豆粒状の貼附が認められる。やや太い隆線で，

隆線上は親指と人差し指でつまむようにして波状加飾する。６９の縦隆線の両側には縦位に指先と

思われるナデ痕が顕著に残る。一部の器面に繊維状の混和が見られる。

個体Ｅ（２０・２３・２９・４４） ３・４次のＣ・Ｄ区９層出土である。口縁部破片３片（２０・２３・４４）

を含む。外面は口唇直下および口縁部に２本の隆線が横走する。４４の破片では，２本目の隆線下

位に垂下する隆線が認められるが欠損しており不明である。口縁内面には，口唇直下（２３）からや

や下がった位置（４４）に隆線が横走する。隆線は内外ともやや細く，親指と人差し指でつまむよう

にして波状加飾する。

個体Ｆ（１６・２１・２２） ２次Ｄ区８層，３次Ｃ区９層出土の胴部破片３片である。１本の隆線が横

走し，その下位に斜位の隆線が右下がりに垂下する。細い隆線で，隆線上には加飾は施されず，直

線的である。また，欠損する部分を見ると，明確な断面を見せて折れており，器面との接合面も不

明瞭である。他の個体のように剥落したあとの粘土の接合面が明確に残るタイプとはっきりと異

なっており，隆線貼附時の乾燥の度合いが異なっていたことが想定できる。器面は滑らかである。

個体Ｇ（６７・７８・７９） 上黒岩考古館の展示ケースの下から改めて見つかった土器片で，いくつか

の破片が接合したが，もともとの出土区等はすべて不明である。胴部破片で，１本の細い隆線が横

走し，その下位に三角形の区画をなすように２本のＶ字状の隆線を貼附する。胎土や焼成は異なる

ものの，個体Ｆの隆線と同じく波状加飾のない隆線で，隆線の貼附部分も同様の特徴を持つ。

個体Ｈ（４６） 口縁部を残す。考古学ジャーナルの概報などに掲載があり，４次Ｂ区９層出土で
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ある。やや太い隆線である。器面には繊維状の痕跡が見られる。複数の破片が接合しているが，も

との破片の帰属は不明確となっている。ここでは出土区・層位などが確認できる破片としては１破

片しか確認できないが，便宜的に個体Ｈとした。器面には繊維状の痕跡が認められる。口唇直下に

横走隆線があり，２本１組の隆線が垂下する。その間を３本の隆線が横走する。隆線はやや太くや

や平たい。親指と人差し指の指先で波状加飾される。

個体Ｉ（５・６） Ａ区６層出土であるが，隆線は部分的に見られること，繊維状の痕跡が器面

に見られるほか，胎質や焼成から１群土器とした。６には剥落したＶ字状下端の可能性がある隆線

の痕跡と，隆線端部と思われる凸部が見られる。６は無文の胴部破片である。ともに胴部下部に繊

維の混和が顕著である。

以上の個体資料の他，口縁部破片として下記の破片がある。２４・２５は小破片である上，器面に

剥落があり，個体認定は難しい。３７はあきらかに無文の土器で，小型鉢と考えられる。４３は中型

の深鉢程度の口径が推定される無文の土器である。４７・４８も同様の無文の口縁破片である。４２は，

口唇直下に弱く波状加飾されるが基本的には細く波状加飾されないタイプに隆線が横走する。６４

は無文口縁部破片であるが，表面には細かい擦痕が見られる。６５・６６もやや類似した破片である。

７１は擬口縁ではないかと思われる。

胴部破片としては，下記の破片が上記の個体認定土器と別固体である可能性が高い。８は，胴部

器面に突起がみられるが，豆粒状突起と言うよりは，粘土粒が器面に付着しただけの可能性もある。

９はやや細く加飾のない隆線が横走する。３０はやや細い横走隆線に親指と人差し指によるつまみ

で波状加飾が施されるが，つまみは少し指をすりあわせるようにして２度つまんでいるように観察

できる。５１，５２には加飾のあるやや細い隆線が横走するが，５２は爪先の刺突が隆線状に認められ

る。つまんだ際の痕跡かと思われる。５０は，やや太めの加飾ある隆線が見られるが，おそらく横

走隆線と三角形状モチーフとの結節部ではないかと考えられる。７４も類似したモチーフの胴部破

片である。５５・５６・５７には隆線が剥落した痕跡が認められるが不明である。７２は太い隆線の端部

が認められ，ごく弱く波状加飾が認められる。６１は平丸状の底部破片で，太くやや平たい隆線が

接地面に一周している。内面には多量の繊維状痕跡の混和が認められる。

（小林謙一）
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0 10cm

図１６ １群土器 １ （Ｓ＝１／２）

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

46



0 10cm

図１７ １群土器 ２（Ｓ＝１／２）
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0 10cm

図１８ １群土器 ３（Ｓ＝１／２）
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0 10cm

図１９ １群土器 ４（Ｓ＝１／２）
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0 10cm

図２０ １群土器 ５（Ｓ＝１／２）
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0 10cm

図２１ １群土器 ６（Ｓ＝１／２）
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0 10cm

図２２ １群土器 ７（Ｓ＝１／２）
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0 10cm

図２３ １群土器 ８（Ｓ＝１／２）
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0 10cm

図２４ 個体別１群土器 １（Ｓ＝１／２）
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0 10cm

図№ 色 焼成 内容物 部位 成形・調整・文様 個体
調査

次
区 層位

写真

№
備 考 既出文献 所蔵 箱№ 注記 整理№

１ 明褐色 良
石英・チャー

トやや多
胴部 ナデ ４ F―２ ３ Ｅ 西田１００

２ 黒褐色 良
チャート，黒

色鉱物微
口縁

ヨコ・タテ隆帯

貼付後つまみ，

ナデ

４ Ｆ ４
隆帯一部

剥落
Ｅ 西田６

３ 赤褐色 良
長石・チャー

ト少
胴部

繊維状の痕跡，

ユビナデ
４ Ａ ４ ２０ K �―１ ３４１

４ 褐色 良
白色鉱物微，

石片微
胴部 ナデ ４ Ａ ５ K �―５８ ３３６

５ 燈褐色 良
チャート，黒

色鉱物微
胴部

繊維状の痕跡，

タテユビナデ
Ｉ ４ Ａ ６ 隆帯剥落 K �―７８ ３３７―１

６ 燈褐色 良
チャート，黒

色鉱物微
胴部

繊維状の痕跡，

タテユビナデ
Ｉ ４ Ａ ６ ２破片 Ｋ �―７８ ３３７―２

７ 赤褐色
やや

良

チャート・白

色鉱物・石片

少

胴部 擦痕 ４ A―１ ６ 疑似口縁 Ｋ �―７０ ３３８

８ 明褐色 良 長石微 胴部 ナデ ５ A ７
隆帯端部

残存
Ｋ �―２５ ３４８

９ 暗灰褐色 良
白色鉱物微，

石片少
胴部

胴部ヨコ隆帯貼

付後つまみ，ナ

デ

４ A―４ ７ 隆帯剥落 Ｋ �―２５ ４２０５ ３０７

１０ 明褐色
やや

良

金雲母・

長石・チャー

ト少

胴部 繊維状の痕跡 ４ A―４ ７

擬口縁，

１１と 同

個体

Ｋ �―２５ ４２０６ ３４９―１

１１ 明褐色
やや

良

金雲母・

長石・チャー

ト少

胴部 繊維状の痕跡 ４ A―４ ７
１０と 同

個体
Ｋ �―２５ ４２０６ ３４９―２

１２ 灰褐色 良 長石微 胴部 ナデ ２ D―２ ７ Ｋ １９６ ３５０

１３
外・褐色，

内・赤褐色
良 胴部 ナデ D 不明 不明 不明 十亀１９ Ｒ TH

１４
外・灰褐色，

内・黒褐色
良

白色鉱・長石

微
胴部 ナデ ３ Ｃ ８―２ １９ Ｋ １９２

№９―

２９６
３５１

図２５ 個体別１群土器 ２（Ｓ＝１／２）

表４ １群土器観察表
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図№ 色 焼成 内容物 部位 成形・調整・文様 個体
調査

次
区 層位

写真

№
備 考 既出文献 所蔵 箱№ 注記 整理№

１５

外・明灰褐

色，内・黒

褐色

やや

不良
胴部 ４ Ｂ ８

疑 似 口

縁？
Ｋ �―９３ ３１５

１６ 黒褐色 良
白色鉱少，石

英微
胴部

ヨコ・タテ隆帯

貼付後つまみ，

ナデ

Ｆ ２ D―１ ８

利 根 川１５

（１９９４）図

３―３

Ｋ �―１０ ３

１７

外・暗褐色，

内・暗赤褐

色

白色鉱少，石

英微
胴部

胴部くの字状隆

帯貼付後つまみ，

ナデ

Ａ ２ D―１ ８

利 根 川１５

（１９９４）図

３―８

Ｋ �―８ ８

１８ 黄褐色 良
黒色鉱物・

チャート微
胴部

繊維状の痕跡，

ユビナデ
４ Ｂ ８ ３片 Ｋ �―９５ ３２９

１９
外・暗褐色，

内・黒褐色
良 黒色雲母微 胴部 ナデ ４ Ｂ ８ ３片 Ｋ �―９３ ３１６

２０
外・黒褐色，

内・明褐色
良

白色鉱物少，

石英微，黒色

鉱物少

口縁

口唇ヨコ隆帯貼

付後つまみ，ナ

デ

E ４ Ｂ ９―１
隆帯一部

剥落

利 根 川１５

（１９９４）図

３―１

Ｋ �―９５ １

２１ 黒褐色 良
白色鉱少，石

英微
胴部

タテ隆帯貼付後

つまみ，ナデ
F ３ Ｃ ９―１

隆帯一部

剥落

利 根 川１５

（１９９４）図

４―１５

Ｋ １５

２２ 黒褐色 良
白色鉱・石英

少
胴部

タテ隆帯貼付後

つまみ，ナデ
F ３ Ｃ ９―１

隆帯一部

剥落
Ｋ ３０６

２３ 灰褐色
やや

不良

金雲母微，

チャート少，

白色鉱物多

口縁

口縁裏表ヨコ隆

帯貼付後つまみ，

ナデ

Ｅ ３ Ｃ ９―２

利 根 川１５

（１９９４）図

４―１３

Ｋ １３

２４ 暗褐色
やや

良

石英・チャー

トやや多
口縁 ３ Ｃ ９―２ Ｋ �―３９ ３０２

２５ 灰褐色
やや

不良

白色鉱少，石

英微，チャー

ト微

口縁 繊維状の痕跡 ３ Ｃ ９―２ 摩耗

利 根 川１５

（１９９４）図

３―９

Ｋ �―３９
№３７―

３３０
９

２６

外・暗褐色，

内・暗赤褐

色

白色鉱少，石

英微
胴部

ヨコ・タテ隆帯

貼付後つまみ，

ナデ

Ａ ４ Ｃ ９―２

利 根 川１５

（１９９４）図

３―６

Ｋ �―３９ ６

２７ 黒褐色
やや

良

白色鉱・

チャート少
胴部

ヨコ・タテ隆帯

貼付後つまみ，

ナデ

３ Ｃ ９―２ ７ Ｋ �―３９ ３０４

２８

外・灰褐色，

内・明黄褐

色

良 白色鉱少 胴部

タテ・ヨコ隆帯

貼付後つまみ，

繊維状の痕跡

Ａ ３ Ｃ ９―２

利 根 川１５

（１９９４）図

３―４

Ｋ �―３９ ４

２９
外・黒褐色，

内・明褐色

やや

不良

白色鉱少，石

英微
胴部

ヨコ隆帯貼付後

つまみ，ナデ
Ｅ ３ Ｃ ９―２

利 根 川１５

（１９９４）図

３―２

Ｋ �―３９ ２

３０ 灰褐色
やや

良

白色鉱・

チャートやや

少

胴部

ヨコ・タテ隆帯

貼付後つまみ，

ナデ

３ Ｃ ９―２ Ｋ �―３９ ３０３

３１ 灰褐色 良
長石微・黒色

鉱物少
胴部

繊維状の痕跡，

内傾接合痕
３ Ｃ拡 ９―２ １７ 胎土分析 Ｋ �―４０

№１０―

３５６
３５４

３２ 灰褐色
やや

良

白色鉱・

チャートやや

多

胴部 ３ Ｃ ９―２ Ｋ �―３９ ３０５

３３
外・黒褐色，

内・灰褐色
良

金雲母・黒色

鉱物少
胴部 繊維状の痕跡 Ｂ ３ Ｃ拡 ９―２ ４ 隆帯剥落 Ｋ �―４０

№５の

獣骨付

近

３５２

３４ 黄褐色
やや

良

金雲母 ・ 石

英 ・ 長石 ・

チャート少

胴部 ３ Ｃ ９―２ Ｋ �―３９ ３４７

３５ 暗褐色 良 長石微 胴部 繊維状の痕跡 ３ Ｃ ９―２ Ｋ �―３９ ３４６

３６ 黄暗褐色
やや

良

白色鉱・

チャート少
胴部 ３ C拡 ９―３

３７と 同

個体？
Ｋ ３０９

３７ 黒褐色 不良

金雲母少，

チャート少，

石英多

口縁 ３ Ｃ拡 ９―３ 摩耗

利 根 川１５

（１９９４）図

３―１０

Ｋ �―４２ １０
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図№ 色 焼成 内容物 部位 成形・調整・文様 個体
調査

次
区 層位

写真

№
備 考 既出文献 所蔵 箱№ 注記 整理№

３８
外・暗褐色，

内・明褐色
良

黒色雲母・

チャート微
胴部 ３ C拡 ９―３ Ｋ ３１０

３９
外・赤褐色，

内・黒褐色
良

白色鉱・

チャート少
胴部 ３ Ｃ拡 ９―３

土 製 円

盤？
Ｋ ３１１

４０
外・黒褐色，

内・黄褐色
良

金雲母・長石

少
胴部 繊維状の痕跡 Ｂ ３ C拡 ９―３ １８ Ｋ �―４０

№１６―

３６２
３５３

４１
外・暗褐色，

内・明褐色

やや

良

白色鉱・

チャート少
胴部

繊維状の痕跡，

隆線剥落
Ｂ ３ Ｃ拡 ９―３ ２

３８と 同

個体？
Ｋ ６４？ ３０８

４２ 明褐色
やや

不良

白色多，石英

多
胴部 ３ Ｃ拡 ９―４

利 根 川１５

（１９９４）図

４―１４

Ｋ １４

４３ 黒褐色 良

金雲母・白色

鉱物微，石片

微

胴部
繊維状の痕跡，

ユビナデ
４ Ｂ ９―４ Ｋ �―９８ ３３４

４４

外・黒褐色，

内・暗赤褐

色

良 白色鉱微 口縁
繊維状の痕跡，

隆線側ユビナデ，
E ４ Ｂ ９

利 根 川１５

（１９９４）図

４―１２

Ｋ
B―９層

５６
１２

４５ 灰褐色
やや

不良

石英少，

チャート少
口縁

繊維状痕跡，口

唇内面に隆線
Ｂ ４ Ｂ ９ ３

利 根 川１５

（１９９４）図

４―１１

Ｋ ４１，４３ １１

４６ 明褐色 良
白色鉱・

チャート少
口縁

繊維状の痕跡，

隆線側ユビナデ，
H ４ Ｂ ９ １ Ｍ 歴博２

４７ 黄褐色 良 白色鉱微 口縁 ユビナデ ４ Ｂ ９ Ｋ �―９４ ３１７

４８ 褐色 良 白色鉱微 口縁 ４ Ｂ ９
３１７と同

個？
Ｋ �―９４ ２ ３２１

４９

外・暗褐色，

内・暗赤褐

色

良 白色鉱微 胴部
繊維状の痕跡，

ユビナデ
A ４ Ｂ ９

利 根 川１５

（１９９４）図

３―７， 日

本の洞穴遺

跡（１９６７）

写真６４右

Ｋ

B―９層

№４３，

４，

AA ，

４００１

７

５０
外・暗褐色，

内・明褐色

やや

良

白色鉱・

チャートやや

多

胴部 ３ Ｃ ９ Ｋ �―２ ３０１

５１ 黄褐色 良 黒色鉱物微 胴部
繊維状の痕跡，

ユビナデ
４ Ｂ ９ Ｋ �―９５ ３１９

５２ 明褐色 良
白色鉱物微，

黒色鉱物微
胴部 ４ Ｂ ９ Ｋ �―９４ ３２２

５３ 灰褐色 良
白色鉱・

チャート微
胴部 ４ Ｂ ９ Ｋ �―９４ ３２８

５４ 明褐色 良
白色鉱・石英

多
胴部 内面輪積み痕 ４ Ｂ ９ Ｋ �―９４ ３２３

５５ 褐色 良 白色鉱微 胴部 繊維状の痕跡 ４ Ｂ ９
外面スス

付着
Ｋ �―９４ ３２６

５６ 褐色 良 白色鉱微 胴部 ４ Ｂ ９
内面スス

付着
Ｋ �―９４ ３２４

５７ 暗黄褐色
やや

不良
胴部 裏面条痕状 ４ Ｂ ９ Ｋ �―９４ ３１８

５８ 暗褐色 良
白色鉱・

チャート微
胴部 繊維状の痕跡 ４ Ｂ ９

外面スス

付着
Ｋ �―９４ ３２５

５９ 灰褐色 良
白色鉱・

チャート微
胴部 ４ Ｂ ９ Ｋ �―９４ ３２７

６０
外・暗褐色，

内・黄褐色
良 黒色鉱物微 胴部

繊維状の痕跡，

ユビナデ
４ Ｂ ９ Ｋ �―９５ ３２０

６１ 明褐色 良
白色鉱・長石

やや少
底部 ４ Ｂ ９ １６ Ｍ 歴博３

６２ 暗赤褐色 良
白色鉱・

チャート微
胴部 Ａ 不明 不明 不明 ５ Ｔ EH―１

６３ 暗赤褐色 良
白色鉱・

長石・金雲母

微

口縁 Ｃ 不明 不明 不明 １２ T ２８４―１

６４ 黒褐色 良 石片少 口縁 弱くユビナデ ４ Ａ 攪乱 ３片 Ｋ �―１ ３３９
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図№ 色 焼成 内容物 部位 成形・調整・文様 個体
調査

次
区 層位

写真

№
備 考 既出文献 所蔵 箱№ 注記 整理№

６５ 黒褐色 良

金雲母・

チャート・白

色鉱物微

口縁 ユビナデ ４ Ａ 攪乱 Ｋ �―１ ３４０

６６ 黒褐色 良

金雲母・

チャート・長

石少

口縁 ヨコナデ ２ D―４ 不明
植物繊維

痕？
Ｋ １８７ ３４２

６７
外・黒褐色

内・赤褐色
良

白色鉱・

長石・金雲母

微

胴部 G 不明 不明 不明 ８
７８・７９

と同個
M ２８４―３

６８
外・黒褐色，

内・赤褐色

やや

良

白色鉱，黒色

鉱物微
胴部

内部に繊維，器

面繊維状，豆粒

紋状突起

Ｄ 不明 不明 不明 １０ T TG―１

６９ 赤褐色 良
白色鉱・石英

やや少
胴部 Ｄ 不明 不明 不明 ９ R A―１１４―１

７０ 赤褐色 良
白色鉱・石英

やや少
胴部 Ｄ 不明 不明 不明 １１ Ｒ A―１１４―２

７１ 黒褐色
やや

良

石英・長石・

チャート少
胴部 不明 不明 不明 口唇欠 Ｋ １８７ ３４４

７２
外・褐色，

内・黒褐色

やや

良
白色鉱少 胴部 不明 不明 不明 １５ T TG―２

７３
外・褐色，

内・黒褐色

やや

良
白色鉱微 胴部 不明 不明 不明 １４ T TG―３

７４ 黄褐色 良 白色鉱少 胴部
波状隆帯，ユビ

ナデ
２ D―１ 不明 Ｋ �―７ ３１３

７５

外・暗褐色，

内・暗赤褐

色

良
白色鉱少，

チャート微
胴部 繊維状の痕跡 Ａ ４ Ａ 不明 ６

内外面ス

ス付着

利 根 川１５

（１９９４）図

３―５

Ｋ �―５３ ５

７６ 暗赤褐色 良

白色鉱・

長石・金雲母

微

胴部 C 不明 不明 不明 １３ T ２８４―２

７７ 赤褐色 良 長石少 胴部 繊維状の痕跡 ２ D―４ 不明 Ｋ �１１ ３４５

７８ 暗褐色 良

金雲母・

チャート・長

石少

胴部 Ｇ ２ 不明 不明 Ｋ �―１ ３３２

７９ 褐色
やや

良
石英微 胴部 Ｇ 不明 不明 不明 Ｋ １８７ ３４３

８０ 明褐色 良 胴部
表ヘラミガキ裏

ユビナデ
２ 不明 不明 Ｋ �―１ ３１２

８１ 明褐色
やや

良

石英・チャー

ト・長石少
胴部 ４ F―１ 不明

深さ

１８６cm
E 西田９１

８２ 灰褐色 良
石英・チャー

ト少
胴部 不明 不明 不明 E 西田４６

８３ 灰褐色
やや

良

石英・チャー

ト少
胴部 不明 不明 不明 E 西田４７

８４ 黄褐色 良
石英・チャー

トやや少
胴部 ４ F―１ 不明

深さ

１８７cm
E 西田９２

８５
外・黄褐色，

内・黒褐色
良 金雲母少 胴部 繊維状の痕跡 ４ Ａ 不明 Ｋ

� ―５３

（箱

１９２）

３６１

８６ 暗赤褐色 良
白色鉱・

チャート微
胴部 不明 不明 不明 Ｔ ２８４―４
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表５ １群土器地区・層位別出土個体数（慶應義塾大学保管分）

地区＼層 不明・攪乱 ３層 ４層 ５層 ６層 ７層 ８層 ９層

Ａ 区 ２ １ １ ２ ８

Ｂ 区 ８ ２ １５

Ｃ 区 ２ １ ３３

Ｄ 区 １ ３

不明・他 ８ １

小 計 ２１ ０ １ １ ３ ８ ２ ５２

註 個体数は同一個体と思われるものは１と算定，個体認定不能の破片はそれぞれ１と数えたが，個体不明の１cm以下の小片

は除外

表６ １群土器地区・層位別出土個体数（久万高原町保管分・歴博・愛媛県歴史文化博物館・その他）

地区＼層 不明・攪乱 ３層 ４層 ５層 ６層 ７層 ８層 ９層

Ａ 区

Ｂ 区 ２

Ｃ 区

Ｄ 区 １

Ｆ 区 ２ １ １

不明・他 ７

小 計 ９ １ １ ０ ０ ０ ０ ３

註 個体数は同一個体と思われるものは１と算定，個体認定不能の破片はそれぞれ１と数えたが，個体不明の１cm以下の小片

は除外
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